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三つ星≡

月はじめは 21時ころ 

10日前後は20時20分ころ 

20日前後は19時40分ころ 

月まつは 19時ころ 

東の高い空と地平線のちかくで寝そべっ

たような形をした大きな星座がうしかい座

とヘルクレス座で、その間にあるのがかん

むり座です。

かんむり座は2等星から4等星までの7つ

が半円状にきれいに並び、その近くにあまり

明る黒星がないので、かな為目立つ星座です。
東の低い空にてんぴん座も昇ってきました。

てんぴん座の少し上にはおとめ座があり、

ひときわ明るく、白い星は1等星のスピカです。

しし座の1等星レグルスと、こいぬ座の

1等星プロキオンがまだ目立ちますが、

それらとともに、ふたご座のカストルとポル

ックスの晋第、董2つが仲良く、冬の星座とし

て最後の光をはなっています。

今の時期、西空ではその2つが横に

並んでいるので、めがね星とか、目玉星・猫の

目星などと言われています。

また、日が暮れた西空には-4. 3等くらいの

大変明るい金星と、 l.4等くらいの火星があり、

冬の星座たちといっしょに見ることができます。

しし座とふたご座の間にはさまれたかに座の

真ん中には、プレセぺ星団という若い星たちの

集まりがあります。


